
令和6年（２０２４年）9月
世田谷区



⚫ アンケートに協力してくれた子どもは？

区立小学校５校の小学１～６年生、世田谷区に住んでいる中学１～３年生の子どもたち

約６，０００人に協力のお願いをしました。

2，269人の子どもたちが、インターネットで答えてくれました。

⚫ なぜアンケートをしたの？

世田谷区では、平成１３年（2001年）12月に世田谷区子ども条例を定め、

子どもが健やかに育つことができるまちをつくることを目指しています。

また、５年に一度、アンケートを通して、子どもの声を聴きながら、

子どものための政策を子ども計画にまとめて、

居心地のよい安心する場所や外で遊べる場所をふやしたりしてきました。

現在、令和７年度からの子ども・若者総合計画と世田谷区子ども条例をよりよいものに

していくための話し合いをしてます。

この話し合いは、大人だけで考えて決めるのではなく、

アンケートやみんなで話し合う会等のいろいろな方法で、

子どもたちにも参加してもらい、声を聴きながら

大人と子どもが一緒になって進めています。

その声を聴く方法の一つとして、このアンケートをしました。

⚫ どんなことを聴いたの？

ふだんの生活や放課後の過ごし方、考えていること、「こんなまち（世田谷）になってほ

しい」という意見なども聴きました。

みなさん、声を聴かせてくれて、ありがとうございました。
全ての子どもたちの声を聴くことは難しく、

声を聴けていない子もいます。
引き続き、色々な方法でみなさんの声を聴かせてください。

２

⚫ いつアンケートをしたの？

令和５年(2023年)１０月２日（月）～１０月23日（月） に行いました。



家庭のこと

家族に大事にされている？

自分のこと

中学生

高学年

低学年

自分のことがすき？

自分の身体や健康を大切にしたい？

３

家族の他に自分のことを真剣に
考えてくれる大人がいる？

はい 94％

はい 92%

いいえ 1％

どちらでもない
５％

無回答
１％

はい ８7%

中学生

高学年

低学年 はい 68%

はい 55%

はい 55%

いいえ 10%

いいえ14%

いいえ 21% どちらでもない 23%

どちらでもない １９%

どちらでもない 29%

中学生

高学年

低学年

はい 88％

はい 91％

はい 94％

無回答 2%いいえ 1%

どちらでもない 3%

中学生

高学年

低学年 はい 78％

はい 78％

はい 6９％

いいえ ７％

いいえ ６％

いいえ １５％ どちらでもない 14%

どちらでもない 13%

どちらでもない 12%

いいえ ２％

どちらでもない ４％
無回答
2％

いいえ 6％
どちらでもない
6％

無回答
2％

無回答 3％

無回答 3％

無回答 １％

無回答 2%

無回答 2%

どちらでもない ７%

どちらでもない 7%

いいえ 1%

いいえ 3%

無回答 4%

無回答 3%

無回答 3%

※それぞれの割合を四捨五入しているため、合計が１００％にならない場合があります。



地域のこと

学校のこと

地域のお祭りなどに行くのが好き？

学校は楽しい？

４

どちらでもない １7%

中学生

高学年

低学年

はい 75%

はい 7７%

はい 75%

いいえ 9% どちらでもない １2%

いいえ 7%

いいえ 12% どちらでもない １1%

中学生

高学年

低学年 はい 76%

はい 71%

はい 61%

いいえ ８% どちらでもない １４%

どちらでもない １７%

どちらでもない １５%

いいえ １０%

いいえ ２１%

みなさんが地域の中で「したい、やってみたい」企画を

提案してもらい、公開審査会で子どもたちが中心となっ

て審査をし、世田谷区子ども基金を活用して応援するも

のです。

公開審査会のようす

くわしくはこちら！ →

無回答 2%

無回答 2%

無回答 2%

無回答 3%

無回答 3%

無回答 3%



子どもの権利のこと

に相談してね！

フリーダイヤル

０１２０-８１０-２９３
※携帯電話・公衆電話からも無料でかけられます。

FAX：０３-３４３９-６７７７

156-0051
世田谷区宮坂3-15-15
子ども・子育て総合センター３階 せたホッと

世田谷区子どもの人権擁護機関

５

子どもの権利を守るための仕組みであるとよいと思うことは？

子どもが意見を言える制度がある

困ったときに電話やSNS、メールなどで相談できる

ところがある

子どもが困ったときにだれにも知られず相談できる

場所が地域にある

中学生

５１%

５９%

６５%

子どもの困ったことや大人に伝えたいことを、伝え

るサポートをしてくれる人がいる

子どもが意見を言える制度がある

子どもが困ったときにだれにも知られず相談できる

場所が地域にある

小学生（高学年）

７４%

６５%

６４%

※上位３つを掲載（複数回答可）

画像をクリックすると、せたホッとの
ホームページを見ることができる
よ！

ホッと にきゅうさい

https://www.city.setagaya.lg.jp/inquiry/mailform999992.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/02236/1398.html


参加・意見表明のこと

世田谷区に意見を伝えやすい方法は？（高学年）

子ども・青少年会議

６

子どもが集まり会議などで話しあって伝える方法

学校に意見を入れる箱をおくなど、

身近なところでできる方法

タブレットやパソコンを使った方法

意見を伝えたり、実現に向けて取り組む機会があったら参加したい？

※上位３つを掲載（複数回答可）

子どもにとって必要な権利や、子どもの声を大人に

届ける方法などについて、小学生から高校生世代の子

どもたちが集まり、話し合います。

今後も、みなさんの身近な場所で実施予定です！

中学生

高学年 はい ３７%

はい ３１%

いいえ １５%

いいえ ２３%

どちらでもない・わからない ４６%

どちらでもない・わからない 45%

７０%

３０%

６０%

昨年度の様子はこちら！→

無回答 1%

無回答 2%



７

令和6年(2024年）6月から7月にかけて

中学生・高校生世代をメンバーとする「子ど

も条例検討プロジェクト」を開催しました。「小

学生・中学生アンケート」や、「子ども・青少年

会議」などで子どもたちから聴いた意見を踏

まえて、参加した子どもたちが「条例前文」や

「めざすまちの姿」を検討しました。

１０月以降も引き続き検討を行います。

くわしくはこちら！ →

くわしくはこちら！ →

子ども条例検討プロジェクト

子ども・若者の声とともにつくるページ

これからの世田谷区をよりよいまちにするには、どのようなことが大切なのか、大人だけ

で考えるのではなく、いろいろな方法で子ども・若者の皆さんに参加してもらい、声を聴き

ながら、一緒になって考える取組みを進めています。

それらの取組みをまとめ、国連の「子どもの権利条約」が採択された11月20日に、「子ど

も・若者の声とともにつくるページ」を立ち上げました。

今後、このページを通じて、子ども・若者の声を聴く取組みやその結果（フィードバック）等

をお知らせしていきます。



最後まで読んでくれて
ありがとう
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